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１．研究計画の概要 
(1)本研究の目的は、「家族」をめぐるイデオ
ロギーに焦点を当てることで、アメリカ占領
下の日本における「女性解放」政策の歴史的
意義を再評価することにある。その際、家族
と生殖に関する諸法律や政策を検討するこ
とによって、占領下でどのような「家族」像
が規定されていったのかを検討する。戦後す
べての制度は、その家族イデオロギーを前提
として組み立てられてきたのであり、その意
味でこの時期に策定された「家族」のモデル
を明らかにすることは重要である。 
(2)本研究においては、占領期を日米の家族観
やジェンダー観がせめぎ合う場としてとら
え、人口政策と性・生殖のコントロールとい
う観点から家族政策を考察し、どのような家
族観が前提となって、改革として結実したの
かを実証的に探る。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 占領下で制定された憲法が、どのような
「家族」像を設定してきたのかを女性労働問
題に注目して探った。女性の労働に注目する
のは、女性の役割があくまで家庭にあると前
提されているなら、家庭の外に働く女性労働
者に対する政策の方向性は、おのずと決まっ
てくるからである。そのため、憲法改正を審
議した帝国議会の議事録を調査し、また制定
時の憲法解釈がいかにその後の政策のなか
に波及していったのかを、日本立法資料全集
『労働基準法』に依拠して明らかにした。そ
の結果、表面的には女性のためになるような
条項が、実際には「近代家族」イデオロギー
を法制化していった経緯が明らかになった。
また、憲法 24 条の「両性の本質的平等」と

いう規定こそが、差異を認めつつ男女を平等
に扱うことを許容し、そこから「合理的な差
別」を認めることにつながったことを明らか
にした。 
(2)アメリカの産児制限運動家であるマーガ
レット・サンガーの来日禁止をめぐって占領
下で激しい議論が見られたことを中心に、そ
れを占領下の人口政策全体の中で位置づけ
る作業を行った。そのために、米国国立公文
書館所蔵の連合国最高司令官総司令部
（GHQ/SCAP）文書（マイクロフィッシュを
国立国会図書館憲政資料室が所蔵）や、スミ
ス・カレッジ所蔵の「マーガレット・サンガ
ー文書」（マイクロフィルムを関西大学図書
館が所蔵）を調査・分析した。その結果、バ
ースコントロールという私的であるはず行
為が、政府によって公的なものとされていっ
た過程や、さらにそれを占領軍やアメリカ側
が支持し援助していたのにもかかわらず、公
表することを執拗に避ける方針が採られた
ことを明らかにした。 
(3) 日本のバースコントロール運動にとって
大きな転換点となった国際家族計画連盟
（IPPF）の第５回会議は、アメリカ人慈善活
動家でバースコントロールの推進のために
世界規模での寄付をしたクラレンス・ギャン
ブルの功績によるものとされてきた。そこで
「クラレンス・ギャンブル文書」のあるハー
ヴァード大学医学部図書館において資料調
査を行った結果、戦後日本のバースコント
ロール運動が、ギャンブルの関与を積極的
に促したことによって、人口コントロール
と優生学という隠された課題を進めること
になったことを明らかにした。 
 



３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 本研究の課題であるアメリカ日本占領期
における家族イデオロギーは、研究を進める
なかで浮き彫りになったアメリカ人慈善活
動家でバースコントロールを推進したクラ
レンス・ギャンブルに注目することで、明ら
かになってきたといえる。というのも、ギャ
ンブルは 1930 年代に福祉費の増大を懸念し
て、貧困層や移民たちにバースコントロール
をすすめる活動をしていたが、第二次世界大
戦後の占領期からその後にかけて、日本やア
ジア諸国に活動の拠点を移した。ギャンブル
の活動をみることは、かつて自国内の「貧民」
や「不適者」に向けられていた優生学的なバ
ースコントロールのまなざしが、海外の非白
人世界に向けられたひとつの例と捉えるこ
とができるからである。ギャンブルの例は、
白人ミドルクラスの理想とする「家族像」の
日本への輸出といえるからである 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1)今後は、白人ミドルクラスの理想とする
「家族像」の日本への輸入という側面から、
クラレンス・ギャンブルや GHQ/SCAP のクロ
フォード・サムスといった人物に焦点を当て
ながら、占領下でどのような「家族」像が理
想とされていったのかを、人口政策と性・生
殖のコントロールという観点から検討する。 
(2) 占領下の家族イデオロギーを解明する
にあたり、当初の計画では、家族の範囲を画
し、構成員の相互権利義務関係や対外的代表
関係、ひいては男女（夫と妻）の市民として
の権利と義務を規定する民法・戸籍法にも焦
点をあてる予定だったが、政府文書の国立公
文書館所蔵「臨時法制調査会関係資料」や国
立国会図書館憲政資料室所蔵の司法省終戦
連絡事務室「民法改正に関する総司令部係官
との会談記録」などを調査では、日本女性団
体の資料が不足し、一方、市川房枝記念館（婦
選会館）所蔵資料が一時的に閉鎖されていた
ことから、今後は、性・生殖のコントロール
という観点から家族イデオロギーを明らか
にすることを課題としたい。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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